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自動車衝突シミュレータの概要

自動車衝突シミュレータを用いた高速変形試験により、デジタルツイン開発を支援いたします。

自動車衝突安全デジタルツイン開発支援

Cat.No 3D2J-009-00-251128

● 自動車衝突シミュレータの特徴

衝突レギュレーションに即した変形速度に対応できる自動車
部品の大型高速変形試験機です。

１）超ハイテン材を適用する骨格部品性能評価
２）新車体構造（超ハイテン）の衝突性能の実証

● 主な仕様

・ 試験速度 0.1～100㎞/h（新衝突規制に対応）
・ 試験荷重 最大1000kNまで
・ 試験サイズ 2000mm×1000mm
・ 計測技術 マルチ高速度カメラ３台装備

※ 試験体および試験体取付治具の設計製作も承ります。
（詳細はご相談ください）

Aピラー衝突試験における荷重および吸収エネルギーと変位との関係

自動車衝突シミュレータ

試験結果（Aピラー衝突試験結果例） 試験結果（Bピラー衝突試験結果例）

● 高速度カメラ観察およびＣＡＥ解析の事例

 ・ 試験速度 64㎞/h
 ・ 試験ストローク 150mm

● 高速度カメラ観察およびCAE解析の事例

 ・ 試験速度 60㎞/h
 ・ 試験ストローク 80mm
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● Aピラー衝突試験のデータ例 ● Bピラー衝突試験のデータ例

Bピラー衝突試験における荷重および吸収エネルギーと変位との関係


